
 

 

 

本調査は、文部科学省が学校の設置者（教育委員会、学校法人等）の協力を得て実施するもの

です。 

 

◇ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図る。 

        ◇ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

        ◇ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立 

する。 

 

 

 

❶ 教科に関する調査（国語、算数・数学）          

         出題範囲は、調査する学年の全学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題 

        内容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

          ① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、

実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能 等 

          ② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な問題解決の

ための構想を立て実践し評価・改善する力 等 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

❷ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側

面等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育

条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

◎小学校（児童質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

 １時限目 2 時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 児童質問紙（２０～４０分程度） 

◎中学校（生徒質問紙は、2 時間目終了後以降に、各学校の状況に応じて実施） 

 １時限目 2 時限目  

国語（50 分） 算数（50 分） 生徒質問紙（２０～４5 分程度） 

国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒 

全国学力・学習状況調査の目的や実施内容 

調査の目的 

調査対象    

調査内容 

時間割    



 

 

 

※ 全国平均正答率等との比較 

【小学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 高い 「話すこと・聞くこと」、

「書くこと」 

目的に応じて的確に「読み」、文章に

まとめること 

算数 やや高い 「数と計算」・「図形」 データの活用 

【中学校】 

 正答率 よかったところ 課題であるところ 

国語 高い 「話すこと・聞くこと」 文脈の中における語句の意味を 

理解すること 

数学 ほぼ同じ 「数と式」 既習の数学的用語を活用して 

図形やグラフの説明をすること 

         

■ 課題となる問題「データの活用」（小学校算数） 

  10 月の図書委員会で、9 月の貸出し冊数を調べたところ、5 年生と 6 年生が、ほかの学年より貸

出し冊数が少ないことがわかりました。そこで、5 年生と 6 年生 189 人にアンケートを実施し、次

の２つの質問の結果に着目しました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和３年度全国学力・学習状況調査学力結果 

質問１ 「読書が好きですか」   質問 2  「9 月に図書室で 5 冊以上借りましたか」 

はい・・・・・  171 人       はい・・・・・  61 人  

いいえ・・・・  18 人       いいえ・・・・128 人 



「読書が好きですか」に「はい」と答えていて、「9 月に図書室で 5 冊以上借りましたか」に

「いいえ」と答えている人は、114 人いることがわかりました。「114」は、表のどこにあては

まりますか。①～⑧までの中から１つ選んで、その番号を書きましょう。 

 

■ 課題となる問題「図形」（中学校数学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

※ 全国平均を０として全国の平均パーセントとの差を提示 

※ 質問紙６９項目程度の中から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度全国学力・学習状況調査質問紙全国平均との比較 

 

3.7

6.1

0.5

1.6

1.4

5.8

-1.4

0.7

0.4

0.6

15.9

9.8

1.5

-2.3

2.2

7

0

1.5

2.1

-2.5

1.7
-12.6

1.3

1.7

53.3

41.3

3.2

15.2

-20 -10 0 10 20 30 40 50 60

将来の夢や目標をもっている

自分でやると決めたことはやり遂げる

人の役に立つ人間になりたい

いじめはどんあ理由があってもいけないこと

学校行くのはたのしいか

普段1日あたり1時間以上の勉強

普段1日あたり、30分以上の読書

普段1日あたり、ゲームやスマホの使用時間2時間未満

国語の勉強は大切だと思うか

算数・数学の勉強は大切だと思うか

今までコンピュータなどICT機器を週1回以上使用してい

たか

今まで調べ学習や意見交換などの場でコンピュータなど

ICT機器を週1回以上使っていたか

学校でのICT機器活用は勉強に役だつか

1日1時間以上ICT機器やスマホを活用して勉強してる

小学校 中学校



中学校では、上記グラフで分かるように「スマホやゲームにあてる時間」が多いため、家庭学

習時間が少なくなっている生徒が全国平均より多いことが分かります。 

引き続き、家庭との連携を深めることが大切と考えます。 

   

 

 

問題の正答率及び児童生徒質問紙の結果も全ての項目で全国平均と同じ

か上回っています。今まで課題であった家庭学習の時間も小学校・中学校と

も増加しています。 

 

学力が向上した主な要因は次の 2 点と考えます。 

 

① 小学校と中学校とで補充学習の実施や学習指導の統一化を図った 

 ことや効果的な ICT 活用の事例研修等を行ったこと 

② 学力を向上させる基盤となる児童生徒の健全な育成を図る学級活 

動や道徳及び学校行事の質が高まったことで児童生徒間、児童生徒 

と担任との良好な人間関係が築かれたこと、また、そのことにより 

保護者の学校に対する信頼関係が高まったこと 

 

今後も、児童生徒の自己実現に向けて、今までの取組を継続・徹底してい

きます。 

これからの取組 


